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( 4月1日現在)

113，702人(-434) 

55，235人(-283) 

58，467人(ー151)

34，613世帯(-262) 
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、平
-
わ
ゆ
・
剛
門

国
道
上
回
バ
イ
パ
ス
建
設
が
一
歩
前
進
:

交
泊
ル
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
ろ
う
:

わ
か
ま
ち
上
回
⑥
|
大
屋
の
巻
:
・
・

「
施
設
を
見
る
会
」
に
御
参
加
を
:・

お
し
ら
せ
:

あ
な
た
の
国
民
年
金
@
:
・

お
く
や

一
市
諜

∞
刷
一

一

号

、
例
印
一

一
|

剛
辺
一

i
M
l
M
 

第 886号

2
ペ
ー
ジ

:
3
ペ
ー
ジ

4
ペ
ー
ジ

・
5
ペ
ー
ジ

6
1
8
ペ
ー
ジ

:・

9
ペ
ー
ジ

:
・
叩
べ

l
ジ

市民の動き

A
U、毎月 1日・ 16日発行

え
。
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広報

女

世帯数

「かばんの藤」の名で知られている信濃国分寺史跡公固め藤が、まもなく咲く

季節となります。 5月中旬から下旬にかけて藤だなの下では、うす紫色め藤がす

てきな香りを漂わせタくれることでしょう 。皆さんも行ってみませんか。
(写真は、去年の同附での 1コマ)
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建設が一歩前進
市
内
を
通
過
す
る
凶
道
一
八
号
線
は
、

川
町
下
指
折
リ
の
交
通
渋
滞
筒
所
で
、
交

通
事
故
の
多
発
筒
所
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。こ
う
し
た
状
態
を
解
消
し
、
ま
た
市

の
発
展
を
図
る
た
め
に
国
道
一
八
号
線

上
出
バ
イ
パ
ス
が
、
昭
和
四
十
六
年
に

都
市
計
画
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
同
パ
イ

パ
ス
は
、
延
長
十

一
・
4
キ
ロ
山
(
東

部
町
本
泌
針
|
上
田
市
上
塩
尻
問
)
、
幅

員
二
十
五
υ
川
、
中
央
分
離
管
を
も
っ
四

半
線
で
、
両
側
に
幅
員
三

μ
の
歩
道
が

つ
き
ま
す
。

昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
調
査
が
始
ま

り
、
五
十
二
年
度
か
ら
用
地
買
収
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
環
境

崎亀岡-

4 

春

の

交

通

安

全

昨年の10月から上塩尻地区で本体工事が始まりました

問
題
、
基
地
・
神
社
・
住
宅
移
転
問
題

な
ど
で
長
年
難
行
し
て
い
ま
し
た
関
係

地
区
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
永
野
市
長

就
任
以
来
、
和
一
極
的
に
交
渉
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
五
十
七
年
度

に
お
い
て
第
一
期
区
間
(
住
吉
広
域
農

道
か
ら
上
塩
尻
ま
で
の
五
・
六
キ
ロ
μ)

全
地
域
の
皆
さ
ん
の
御
了
解
と
御
協
力

が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
話
し
合
い
い
か

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
体
工
事
の
建
設

バ
イ
パ
ス
本
体
工
事
は
五
十
五
年
十

1
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1
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二
月
に
起
工
式
が
行
わ
れ
、
上
坦
尻

秋
和
聞
の
水
路
の
変
更
や
通
学
路
の
ト

ン
ネ
ル
工
事
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
昨
年
十
月
か
ら
終
点
の
上
塩
尻

地
区
で
道
路
本
体
工
事
延
長
四
百
五
十

川
の
建
設
工
事
が
行
わ
れ
、
五
十
八
年

度
は
引
き
続
い
て
秋
和
地
区
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

本
体
工
事
の
促
進
を
図
る
た
め
、
市

で
は
国
道
一
四
四
号
線
と
接
続
す
る
住

吉
、
諏
訪
田
地
区
か
ら
も
工
事
を
開
始

す
る
よ
う
国
に
陳
情
し
て
い
ま
す
。

用
地
買
収
七
一
%
に

完成した塩尻地籍の通学(通園)地下道、上が上回バイパス

五
十
七
年
度
末
の
用
地
買
収
率
は
、

第
一
期
区
間
五
・
六
キ
ロ

μ
の
う
ち
四

キ
ロ

μ
の
約
七
一

%
で
す
。

五
十
八
年
度
以
降
は
、

山
口
や
新
固

な
ど
の
残
さ
れ
た
と
こ
ろ
と
、
生
塚
、

蛇
沢
、
諏
訪
回
、
緑
が
丘
北
な
ど
の
用

地
買
収
を
進
め
る
た
め
に
関
係
地
権
者

の
皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願

い
し
、
早
期
買
収
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

国
に
強
力
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

四
十
八
年
度
か
ら
五
十
一
年
度
ま
で

調
査
費
四
千
万
円
を
か
け
、
五
十
二
年

度
か
ら
五
十
七
年
度
ま
で
約
六
十
三
億

円
を
か
け
て
上
塩
尻
、
秋
和
、
結
が
丘

西
、
新
田
、
山
口
、
住
吉
の
用
地
買
収

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
十
八
年
度

事
業
費
は
約
十
八
億
五
千
万
円
で
、
用

地
冒
只
収
や
本
作
mm
工
ご
晶
・
が
進
め
ら
れ
ま
す

の
理
由
で
支
払
い
を
括
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

①
借
り
た
本
人
に
請
求
し
た
後
で
請
求

す
る
よ
う
主
張
す
る
こ
と
。
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主
骨
の
本
入
、
品
喝
小
女
ふ
土

突
通
ル
ー
ル
と

ナ
ー
を
守
ろ
う

新
学
期
が
始
ま
っ
て
早
く
も
一
か
月

が
た
ち
ま
し
た
。
新
入
学
児
童
は
通
学

路
に
も
慣
れ
、
交
通
の
往
来
の
激
し
い

場
所
も
平
気
で
通
学
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
も
う

一
度
、
正
し
い

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

を
確
認
し
、
守
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

ま
た
、
き
わ
や
か
な
季
節
を
迎
え
て

外
出
す
る
機
会
も
多
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
も
歩
行
者

の
皆
さ
ん
も
「
ゴ

ー
ル
デ

ン
ウ
ィ

ー
ク

の
交
通
事
故
防
止
運
動
」
及
び
「
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
」
の
主
旨
を
じ
ゅ

う
ぶ
ん
に
御
理
解
い
た
だ
き
、

交
通
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

交
通
事
故
防
止
運
動

期
間
:
・
四
月
二
十
九
日
幽
か
ら
五
月

五
日
嗣
ま
で
の
七
日
間

運
動
の
重
点

一
、
観
光
・
行
楽
車
両
の
事
故
防
止

一
一
、
無
謀
運
転
の
追
放

三
、
シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用

四
、
二
輪
車
の
事
故
防
止

だえつー (3)一一一一昭和58年 5月 1B 広報

春
の全
国
交
通
安
全
運
動

期

間
・
五
月
十
一
日
附
か
ら
五
月

運

動

の

重

点

川

一
、
歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
者
の
事
州

故
防
止

二

、

二

輪

車

の

安

全

利

用

川

三

、

安

全

運

転

の

確

保

川

四
、
シ

l
ト
ベ
ル
ト
着
用

川

五

、

ス

ピ

ー

ド

の

抑

制

川

六

、

早

め

点

灯

川

特
に
、
老
人
と
子
供
の
交
通
事
故
防
川

止
、
二
輪
車
の
交
差
点
で
の
安
全
確
認
川
安
請
け
合
い
で
保
証
人
に
な

っ
た
た

と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
、
無
謀
運
転
の
川
め
に
、
支
払
え
な
い
ほ
ど
の
多
額
の
金

防

止

川

額

を

請
求
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と

川

叫

討

川
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
保
証
人
を
引
き
受

附

川

川
け
る
時
は
余
程
の
慎
重
さ
が
必
要
と
い

上

資

寸

H

し
川
え
ま
し
ょ
う
。

(

1

 

況状
地

川

〈

保

証

人

の

責

任

〉

故

帆

州

保

証

人

は

、

借

主

が

償

務

を

履

行

し

摩

川

川
な
か

っ
た
場
合
、
借
主
に
代
わ

っ
て
償

t

l
 

占父

開

川
務
を
履
行
す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

た

似

川
〈
連
帯
保
証
人
に
な
る
と
:
・
〉

し

で

川

生

区

川

借

主

に

資
力
が
あ
る
か
ら
:
・
と
気
軽

発

帥

川

に

保

証

を

引

き

受
け
る
の
は
危
険
で
す
。

て内
村

州

連

帯

保

証

人

は

、
普
通
の
保
証
人
よ
り

市

相

川

責

任

は

ず

っ
と
重
く
な
り
ま
す
。

尻

州

普

通

の
保
証
人
字
句
、
債
権
者
か
ら

年

塩
H

F
内
J
V7

白

川
い
き
な
り
請
求
さ
れ
た
時
、
次
の
二
つ

凶ご
件数 死者 {税 者

57年 56年対比 57年 56年対比 57年 56年対比

旧市内 338 + 13 - 3 440 +11 

大屋 30 - 3 + 1 37 - 6 

塩尻 36 + 15 。 54 + 26 

神科 30 + 8 + 1 39 + 12 

t星回 51 + 1 + 1 65 + 7 I 

川西 11 - 3 。 13 - 6 

計 496 + 31 4 - 2 648 + 44 

責任が重い保証人

-引き受ける時は慎重にー

(長野県上回消費生活センタ一的的悶8邸5
生活環境課生活係宮@4引10∞0内線3叩01り/ 完成し

事
業
費
は
約
十
八
億
五
千
万
円
で
、
用

地
買
収
や
本
体
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

の
理
由
で
支
払
い
を
括
む
ニ

t
，か
で
き

会
A
F

寸
ヲ
。

①
借
り
た
本
人
に
請
求
し
た
後
で
諮
求

す
る
よ
う
主
張
す
る
こ
と
。

②
借
り
た
本
人
に
支
払
え
る
カ
が
あ
っ

て
強
制
執
行
も
で
き
る
こ
と
を
証
明

し
て
、
先
に
本
人
に
強
制
執
行
し
て

く
れ
と
主
張
す
る
こ
と
。

し
か
し
、
連
常
保
証
の
場
合
、
こ
の

二
つ
の
主
張
は
で
き
ま
せ
ん
。
債
権
者

は
、
本
人
か
ら
取
り
立
て
よ
う
が
連
常

保
証
人
か
ら
取
り
立
て
よ
う
が
自
由
で

す
。
ま
た
、
保
証
人
が
他
に
何
人
か
い

る
時
で
も
、
連
帯
保
証
人
は
債
務
の
全

額
に
つ
い
て
履
行
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。保

証
人
は
他
人
の
借
金
を
支
払
わ
さ

れ
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
分
を
本
人
か

ら
取
っ
て
穴
、
つ
め
は
で
き
ま
す
が
、
時

間
と
費
用
が
か
か
っ
た
り
、
本
人
に
力

が
な
け
れ
ば
そ
れ
ま
で
で
す
。
連
帯
保

証
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
が

借
金
す
る
事
と
同
じ
に
考
、
え
た
方
が
良

い
で
し
ょ
、
っ
。

〈
保
証
人
に
な
る
時
の
注
意
〉

①
借
主
の
資
力
と
人
柄
が
信
用
で
き
る

か
考
え
る
こ
と
。
保
証
を
頼
み
に
来

た
人
が
、
借
主
以
外
の
場
合
は
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

②
貸
主
の
人
柄
が
信
用
で
き
る
か
確
か

め
る
た
め
に
、
貸
主
と
会
っ
て
事
情

を
よ
く
聞
き
、
保
証
の
条
件
を
確
認

す
る
こ
と
。
高
利
貸
か
ら
の
借
金
の

保
証
人
に
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
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大
屋
地
区
は
、
国
道
一
八
号
線
、
国

鉄
信
組
制
、
川
北
国
街
道
が
東
商
を
償

断
し
、
さ
ら
に
県
道
上
回
茅
野
線
、
下

原
大
屋
停
車
場
線
な
ど
が
南
北
に
縦
断

宇
1
ヲ
骨
古
且
涌
旭
の
高
女
納
泊
予
-7
，1
0

今
回
は
、
神
川
地
区
自
治
会
連
合
会

の
大
屋
か
ら
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

止

q
。

戸第 886号

1 
U 

町民運動会で、親子でフォークダンスを楽しむ皆さん

か
つ
て
は
三
百
余
世
帯
で
し
た
が
、

今
は
倍
の
六
百
余
世
帯
に
な
り
、
し
た

が
っ
て
住
民
全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
連
帯
感
が
乏
し
く
な
り
が
ち
で

し
た
。
そ
こ
で
、
住
民
の
み
ん
な
が
ど

う
し
た
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
連

帯
感
が
保
て
る
か
と
考
え
試
み
た
の
が
、

昨
年
の
秋
に
行
わ
れ
た
町
民
運
動
会
で

し
た
。

初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
六
百
人
ほ

ど
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
、
青
空
の
も

と
各
種
競
技
に
興
じ
な
が
ら
和
気
あ
い

あ
い
の
う
ち
に
運
動
会
が
終
了
し
ま
し

た
。

こ
の
ほ
か
、
公
園
や
河
川
な
ど
の

清
掃
、
空
き
缶
の
回
収
、
ア
メ
リ
カ
シ

ロ
ヒ
ト
リ
の
防
除
な
ど
に
も
和
一
極
的
に

参
加
し
、
さ
ら
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ
活
動

も
盛
ん
に
な

っ
て
み
ん
な
の
交
流
が
深

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
ご
ろ
は
道
祖
神
祭
り
も
復

活
し
て
き
ま
し
た
。
親
子
連
れ
で
お
モ

チ
を
つ
け
た
ワ
ラ
馬
を
引
い
て
道
祖
神

に
集
ま
り
、
家
族
の
無
事
と
子
供
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
祈

っ
た
あ
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
お
モ
チ
を
交
換
し
て
持
ち
帰

り
ま
す
。

道
祖
神
祭
り
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
ま
た
子
供

た
ち
の
楽
し
い
祭
り
の
一
つ
と
し
て
続

け
ら
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
公
民
館
活
動
の
成
果
が
着
々

と
あ

ら
わ
れ
て
き
て
非
常
に
姑
し
い
。
こ
れ

を
励
み
に
い

っ
そ
う
が
ん
ば
り
た
い
」

と
役
員
の
人
た
ち
は
話
し
て
お
ら
れ
ま

話

乗
り
物
酔
い
を

春
の
風
に
誘
わ
れ
て
、
こ
れ
か
ら
旅

行
や
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
楽
し
い
計
画
を
立

て
て
い
る
御
家
庭
も
多
い
こ
と
で
し
ょ

、

7
0と
こ
ろ
が
、
「
遊
び
に
は
行
き
た
い
が

乗
り
物
に
酔
っ
て
し
ま
う
の
で
、
ど
う

も
・
:
」
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
回
は
快
適
な
旅
を
す
る
た
め
に
、
乗

り
物
酔
い
の
予
防
法
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
し
ょ
う
。

乗
り
物
酔
い
の
原
因

私
た
ち
の
耳
の
中
に
あ
る
内
耳
は
、

乗
り
物
が
揺
れ
て
い
る
と
き
に
姿
勢
を

崩
さ
な
い
よ
う
に
働
い
て
く
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
長
い
時
間
揺
れ
て
い
る

と
、
内
耳
は
ふ
だ
ん
よ
り
よ
け
い
に
働

い
て
す
っ
か
り
く
た
び
れ
て
し
ま
い
働

き
が
悪
く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
起
こ

る
の
が
乗
り
物
酔
い
で
す
。

乗
り
物
酔
い
の
予
防
法

乗
り
物
酔
い
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の

点
に
注
立
し
ま
し
ょ
う
。

ー
、
旅
行
す
る
と
き
は
一
週
間
ほ
ど
前

か
ら
体
調
を
整
、
ぇ
、
特
に
、
前
の
晩

は
よ
(
仰
眠
り
ま
し
I
‘
7
。

御
寄
付
お
礼

防
ぐ
に
は

2
、
「
ま
た
酔
う
の
で
は
・
:
」
と
い
う

恐
怖
心
は
も
た
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
む
し
ろ
「
体
調
が
よ
い
か
ら

絶
対
に
大
丈
夫
」
と
自
己
暗
示
を
か

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

3
、
出
発
前
の
食
べ
過
ぎ
や
食
事
ぬ
き

は
い
け
ま
せ
ん
。
消
化
の
よ
い
も
の

を
軽
く
と
り
ま
し
ょ
う
。

4
、
酔
い
ど
め
薬
は
、
乗
る
三
十
分
前

に
飲
み
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
妊
娠

中
の
人
や
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人
は

注
意
が
必
要
で
す
。

5
、
乗
り
物
に
は
、
揺
れ
の
少
な
い
と

こ
ろ
に
座
り
ま
し
ょ
う
。
例
、
え
ば
、

パ
ス
は
真
ん
中
の
座
席
、
飛
行
機
は

翼
の
付
近
が
わ
り
あ
い
揺
れ
ま
せ
ん
。

6
、
動
い
て
い
る
と
き
は
、
遠
く
の
景

色
を
な
が
め
ま
し
ょ
う
。
船
の
場
合

は
地
平
線
の
か
な
た
を
な
が
め
る
と

い
い
で
し
ょ
、っ
。

7
、
足
を
伸
ば
せ
る
所
な
ら
、
あ
お
む

け
に
寝
て
い
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
に
、
も
っ
と
よ
い
ト
刀
法
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
、
乗
り
物
に

弱
い
人
は
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い

市
胆
岨
mw
、
自
匹
岡
阿
J
S
-
A即

aw鎗
m岬
圃
相
官
H
-
h
H
H
品副

M
S
Z曹
割

分
室
様
交
通
事
故
傷
害
保
険
つ
き
の

黄
色
い
ワ

y
ベ
ン
千
八
百
枚
市
内
小
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ユ
一
ケ

t

ン
J

ン
に
う
い
て
制
介
し
ま

す
。

だえつー (5)一一一ー昭和58年5月1日 広報 第 886号『

「施設を見る会」に御参加を

P 
J 

秘書課秘書広報係
企⑫4100内線205・有線②0631

毎
年
行
っ
て
い
ま
す
「
市
の
施
設
を

凡
る
会
」
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

市
の
地
設
な
ど
を
知
る
よ
い
機
会
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
御
参
加
く
だ
さ
い
。
お
一
人
で
も
け

つ
こ
う
で
す
。
参
加
料
は
無
料
で
、
昼

食
は
市
で
用
意
し
ま
す
。

見
学
コ

l
ス
と
日
程
・
:
下
表
の
と
お
り

定

員

:

・
各
コ

l
ス
と
も
四
十
五
名
、

定
只
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
:
・
秘
書
課
秘

書
広
報
係
、
お
申
し
込
み
は
定
話
で

け
つ
こ
う
で
す
。

断
し
、
さ
ら
に
県
道
上
凶
作
Fr
軒
』
料
、
下

原
大
・
h
停
車
場
線
な
ど
が
南
北
に
縦
断

す
る
交
通
の
要
地
で
す
。

Cコース
+巾

{支
話L

学

I南

防

5月26自体)

清農
村
環
境
改
善
セ
/ 

タ

程日とスコ

市市

BコースAコース

上

回

養

務

動

/.'.. 
_L.、

t需

事

み

国

分

寺

護;
学 2公
校堅固

下

水

浄

円牛化

促 tセ
施ン

詰タ
所 全|

役:

報

因
dじρ

自

扶

運

山

5月24日快)

第染わ

且ん

寸ー

校
給
食
セ
:/ 

タ

染

し、

グ〉

市

役

市

役

上

田

養

し

ば

屋

浄

市

役

71'<. 

を
励
み
に
い
F

そ
う
が
ん
ば
り
た
い

」

と
役
員
の
人
た
ち
は
話
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

所
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昼食
市長との
話し合い

V 
9 : 00 10: 10 11: 30 1: 30 3: 00 4:10 

荘場

す
る
と
き
は
一
週
間
ほ
ど
前

か
ら
体
調
を
整
、
ぇ
、
特
に
、
前
の
晩

は
よ
く
眠
り
ま
し
ょ
う
。

御
寄
付
お
礼

次
の
皆
様
か
ら
温
か
い
御
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
マ
成
沢
甚
吉
樟
(
常
磐
城
三
)
二
千

円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
堀
内
勇
一
郎
様
(
下
小
島
)
車
い

す
一
台
貸
し
出
し
用
車
い
す
と
し
て

マ
小
林
光
男
様
(
東
前
山
)
車
い
す
一

台
貸
し
出
し
用
車
い
す
と
し
て

マ
清
水
国
太
郎
樟
(
桜
台
)

絵

画
一

点
報
恩
寮
へ

マ
「
お
ふ
く
ろ
」
樟
三
千
二
百
三
十

一
円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し

てマ
木
内
祥
隆
様
(
佐
久
市
)
百
万
円

報
恩
寮
施
設
整
備
費
し
て

マ
上
田
友
の
会
様
、
山
崎
綿
庖
樟
学

童
用
い
す
座
ぶ
と
ん
六
十
一
枚
母
子

家
庭
な
ど
の
小
学
校
新
入
学
児
童
に

マ
株
式
会
社
長
野
中
央
市
場
上
田
支
社

樟
オ
ホ
ー
ツ
ク
流
氷
十
八
箱
市
内

各
小
学
校
へ

マ
塩
沢
享
樟
(
上
室
賀
)
一
人
三

百
円
の
貯
金
済
み
貯
金
通
帳
百
十
二
冊

浦
里
・
室
賀
・
小
泉
小
学
校
の
新
入
学

児
童
に

マ
中
島
善
吉
梯

(
板
橋
区
)
一

万
円

交
通
災
害
遺
児
寄
付
金
と
し
て

マ
株
式
会
社
富
士
銀
行
長
野
支
庖
機
、

安
田
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社
長
野
支

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
乗
り
物
に

弱
い
人
は
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い

庖
雌
得
、
安
回
生
命
保
険
相
互
会
社
長
野

分
室
機
交
通
事
故
傷
害
保
険
つ
き
の

黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン
千
八
百
枚
市
内
小

学
校
新
入
学
児
童
に
交
通
事
故
防
止
の

た
め
に

マ
小
林
敦
子
栂
(
大
屋
)
大
屋
の
民

話
五
十
冊
市
内
公
私
立
各
保
育
園
ヘ

マ
西
沢
孝
夫
様
(
東
部
町
)
七
万
五

千
円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し

てマ
上
田
電
報
電
話
局
棟
学
校
給
食
用

ナ
イ
ロ
ン
製
ナ
プ
キ
ン
千
八
百
枚
市

内
小
学
校
新
入
学
児
童
に

マ
小
林
き
よ
樟
(
常
田
一
一
)
小
林
三

郎
絵
画
作
品
十
五
点
・
彫
刻
作
品
十
一

点
美
術
文
化
振
興
の
た
め
に

むだをなくす生活展

資源活用広場を開催

見学

5月25日嗣

老し相

人

福

祉

セ
/ 

タ

市では、 情省資源・省エネルギ一、、を進めるため、今年

も次により、「むだをなくす生活展・資源活用広場」を開

催します。

と き・・・5月8日旧)、午前 9時30分~午後 3時

(雨天の場合は 5月15日(日)に延期)

とニろ…市役所駐車場とその周辺
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麻
し
ん
の

え

予
防
接
種

つ広報

保
健
予
防
諜
保
健
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

麻
し
ん
(
は
し
か
)
の
予
防
接
種
を

次
に
よ
り
行
い
ま
す
。
今
ま
で
に
麻
し

ん
に
か
か
っ
た
り
、
以
前
に
こ
の
予
防

俊
輔
を
受
け
た
子
供
さ
ん
は
該
当
し
ま

せ
ん
。
料
金
は
無
料
で
す
。

対
象
者
:
・
五
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
同

年
九
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子

供
さ
ん
(
今
ま
で
実
施
し
た
機
会
に

で
き
な
か
っ
た
六
歳
未
満
の
子
供
さ

ん
も
含
み
ま
す
)

実
施
期
間
・
・
五
月
九
白
川
か
ら
同
月
三

十
J

日

ωま
で

の
聞
に
、
子
供
さ
ん

の
帥
限
必
服

E小
錦
酬
の
白

R
い
日
中
、
選
ん
で
お

，第 886号

や
ま
び
こ
教
室
の

上回公園の桜ガ、4月15日ごろガら18日

:ごろにかけて見ごろとなりましだ。今年は、

一番の見ごろとなっだ16自由とり巴(日)に雨

:ガ降り、ちょっと残念でした。

受
け
く
だ
さ
い
。

実
施
場
所
:
・
下
表
の
委
託
医
療
機
関
の

う
ち
、
ふ
だ
ん
か
か
り
つ
け
て
い
る

所
へ
事
前
に
屯
話
な
ど
で
連
絡
し
て

か
ら
お
受
け
く
だ
さ
い
。

受
け
ら
れ
な
い
子
供
さ
ん
:
・
①
種
痘
、

急
性
灰
白
髄
炎
(
小
児
マ
ヒ
)
、
風
し

ん
な
ど
の
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
、

一
か
月
以
上
経
過
し
て
い
な
い
子
供

さ
ん
②
三
種
混
合
予
防
接
種
を
受

け
て
か
ら
二
週
間
以
上
経
過
し
て
い

な
い
子
供
さ
ん
③
発
熱
、
ま
た
は

著
し
い
栄
養
障
害
の
あ
る
子
供
さ
ん

④
心
臓
血
管
系
疾
患
、
肝
臓
疾
患
、

腎
臓
疾
忠
の
地
悪
期
ま
た
は
活
動
期

に
あ
る
子
供
さ
ん
⑤
卵
や
食
物
に

よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
子
供

さ
ん
⑥
注
射
に
よ
る
異
常
な
副
作

用
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
供
さ

ん
品
川
U

-

年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の

症
状
を
起
こ
し
た
・

が
し
さ
を
味
わ
せ
る
。

④
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
具
体
的
な
協
力

生
活
を
通
じ
て
、
自
由
で
伸
び
伸
び

さ
ん
⑧
三
か
月
以
内
に
、
ガ
ン
マ

グ
ロ
プ
リ
ン
の
注
射
を
受
け
た
子
供

さ
ん
③
そ
の
他
、
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
不
適
当
な
状
態
に
あ
る

子
供
さ
ん

持
ち
物
・
:
問
診
察
、
母
子
健
康
手
帳

そ
の
他
・
:
麻
し
ん
の
予
防
接
種
は
、
注

射
後
、
副
作
用
が
起
こ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
注
射

後
、
七
日
か
ら
十
二
日
を
中
心
に
三

十
七
度
五
分
か
ら
三
十
八
度
五
分
の

熱
が
出
た
り
、
睦
い
発
し
ん
が
起
こ

っ
た
り
、
せ
き
、

h
M
W

水
が
出
た
り
し

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
は
、
一
般

に
特
別
な
治
療
を
受
け
な
く
て
も
回

復
し
ま
す
が
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
し

た
り
、
呼
吸
が
早
く
な
っ
た
と
き
は

医
師
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
副
作
用
な
ど
で
治
療
を
受

け
た
場
合
の
費
用
は
、
個
人
負
担
と

麻しん予防接種委託医療機関一覧表

l矢療 機|剥名 1正話番号 医療機 |剥名 電話番号

4' i!( 医 院( S司4、K ) I 24-2280 城 南 医 院(御 所) 22-3481 

荒 チド 医 院(下市lt!i町) 22-0474 A，si et 回 医 院(下紺屋町) 22-1158 

師 医 院(築 地) 22-5011 新 美 医 院(大 屋) 35-0012 

地 旺i 医 院(川辺町) 22-5041 日 新堂病院(馬場町) 22-0558 

地 ffI 医 院(浦 野) 31-2007 橋 本 医 院(舞 田) 38-2033 

通i事 件l科医院(馬場町J) 22-0051 現1 内 医 院(大 屋) 35-0104 

金井内科小児科医院(凶 分) 22-9716 。』 内 医 院(鎌 原) 22-6235 

神科 み 療所(長 ぬ) 27-3331 松尾内科小児科医院(下常国) 22-1355 

M lrJ.. 内 科(上!_M，_尻) 22-1936 富士反内科小児科医院(下常田) 22-0759 

II'HI内科小児科診療}祈(:ri 神) 38-3065 宮下内科小児科医院(上 堀) 22-1233 

小松内科iJM~1総科医院(上川原柳 ) 27-2200 三原内科医院(中之条) 27-6500 

小井土内科医院(下川原何11) 27-6666 三好町産婦人科医院(御 所) 23-2381 

斉藤外科医院(下'，'[木) 35-0887 村 上 医 院(末広町) 22-3740 

斉 d品 医 院(馬場町) 22-1048 相P t尺 病 院(北大手) 22-0109 

ささき小児 科医院(城 北) 27-7700 依 回 医 |完(鍛冶 町) 22-0455 

佐 f品 医 院(.:Ii 加) 38-2543 横 山 医 院(大 屋) 35-0008 

i包 国 病 院(中 野) 38-2221 手口 方 医 院(塩田新町) 38-2540 

出ヰ!小児科医院(常磐 町)I 22一3202

( 50)'~ 川(i )
上
小
地
区
心
身
障
害
者

き
ま
す
。
種
目
は
卓
球
、
野
球
の
ほ
か

に
、
今
年
か
ら
正
し
い
体
力
っ
く
り
の

普
及
の
た
め
に
も
「
体
操
」
を
実
施
し
ま

な
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
青
年
の

受
け
入
れ
家
庭
を
募
集

青
少
年
対
策
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
1

青
少
年
め
国
際
交
流
を
行
っ
て
い
る

世
界
青
少
年
交
流
協
会
及
び
上
回
世
界

青
年
友
の
会
の
招
待
で
、
ア
メ
リ
カ
フ

ェ
ニ

ッ
ク
ス
市
の
青
年
十
五
名

(
十
八

歳
1
二
十
五
歳
)
が
、
上
田
市
を
訪
問

し
ま
す
。

上
回
世
界
青
年
友
の
会
で
は
、
現
在

そ
の
受
け
入
れ
家
庭
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
子
供
さ
ん
の
英
会
話
の
勉
強
や
、

ア
メ
リ
カ
の
文
化
、
生
活
を
知
る
よ
い

機
会
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
民
間
外
交

に
よ
る
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

訪
問
期
間
・
・
・
七
月
十
五
日
幽
か
ら
十
八

日
開
ま
で
の
三
泊
四
日

民
泊
家
庭
募
集
期
限
・
:
五
月
三
十
一
日

ω
(た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
)

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
・
:
上
回
世
界
青

年
友
の
会
事
務
局
・
田
中
友
道
さ
ん

宮
⑫
1
2
8
0
か
青
少
年
対
策
室
へ

あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

受
け
入
れ
希
望
男
女
別
及
び
人
数
を

御
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
:・
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
、

tM司
の
ム
忍
で
訓
剖
叫
剛
司
ム
ミ
争
、
陶
同
誌
尚
、もよ

+1

・



戸第 886

実
直
属
制
開
閉
・:μ
刀
九
日
山
か
ら
同
月
三

十
戸

日

ωま
で
の
問
に
、
子
供
さ
ん

の
健
限
状
態
の
由
民
い
日
を
選
ん
で
お

部886号、

や
ま
び
事
』
教
室
の

(社
会
活
動
適
応
教
室
)

参
加
者
を
募
集

社
会
部
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
0

社
会
活
動
に
桁
極
的
に
参
加
で
き
る

子
供
さ
ん
は
、
自
分
の
能
力
を
い
た
る

と
こ
ろ
で
発
揮
し
、
伸
ば
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
消
極
的
な
性
格
で

れ
お
く
れ
し
が
ち
な
子
供
さ
ん
は
、
と

か
く
内
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、

せ
っ
か
く
持

っ
て
い
る
力
を
伸
ば
せ
な

い
で
い
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

や
ま
び
こ
教
室
は
、
こ
の
よ
う
な
子

供
さ
ん
に
特
別
な
生
活
経
験
の
場
を
与

え
て
、
自
己
活
動
を
活
発
に
さ
せ
る
と

と
も
に
、
人
間
関
係
の
中
で
伸
び
伸
び

生
き
る
自
信
を
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

〈
目
標
〉

①
家
庭
か
ら
独
立
し
て
、
自
律
的
生
活

経
験
の
機
会
を
与
、え
る
。

②
知
ら
な
い
友
達
や
大
人
た
ち
と
接
触

し
て
、
結
果
に
お
い
て
楽
し
か
っ
た

と
い
う
経
験
と
、
多
く
の
人
た
ち
と

活
発
に
交
流
で
き
た
と
い
う
自
信
を

得
さ
せ
る
。

③
自
律
的
で
節
度
あ
る
生
活
の
す
が
す

だえつー (7)一一一昭和58年 5月1日 広報

用
を
起
こ
し
た
こ
と
カ
あ
る
さ

ん

⑦

一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の

症
状
を
起
'
』
し
た
こ
と
が
あ
る
子
供

か
し
さ
を
味
わ
せ
る

@
小
ク

ル

プ

に
よ
る
具
体
的
な
協
力

生
活
を
通
じ
て
、
自
由
で
伸
び
伸
び

し
た
的
発
な
生
き
方
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
。

⑤
自
分
の
気
持
ち
を
容
易
に
表
現
で
き

る
は
き
は
き
し
た
人
間
に
な
れ
る
よ

う
に
す
る
。

〈
主
催
〉

上
回
市
、
上
田
市
教
育
委
員
会
、
上

田
市
小
中
学
校
長
会

〈
期
日
と
場
所
〉

マ
前
期
・
:
六
月
二
日
附
・
三
日
幽
・
四

日

ω、
望
月
少
年
自
然
の
家
(
二
泊

三
日

)

マ
後
期
・
:
十
月
五
日
制
・
六
日
嗣
・
七
日

樹
、
小
諸
青
年
の
家

(
二
泊
三
日
)

〈
参
加
資
格
〉

小
学
校
五
・
六
年
生
、
中
学
一
年
生

〈
参
加
費
〉

前
後
期
と
も
に
三
千
円

〈
申
込
先
〉

各
学
校
の
担
任
の
先
生

〈
申
込
期
限
〉

前
期
は
五
月
十
四
日
出
ま
で
(
後
期

は
九
月
ご
ろ
募
集
の
予
定
)

〈
そ
の
他
〉

マ
学
校
が
授
業
自
の
場
合
、
や
ま
び
こ

教
室
に
参
加
し
た
子
供
き
ん
は
、
登

校
し
た
と
同
じ
に
認
め
ら
れ
ま
す
。

マ
定
員
に
な
り
次
第
、
申
し
込
み
を
締

め
切
り
ま
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は

謂
笠
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
あ
ら
か
じ
め
御
承
知
く
だ
さ
い
。

上
小
地
区
心
身
障
害
者

体
育
大
会
を
開
催

福
祉
課
福
祉
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
3

心
身
障
害
者
の
皆
き
ん
に
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
健
康
の
保
持
と
体
力
の
増

強
、
及
び
相
互
の
親
睦
を
図
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
「
第
九
回
上
小
地
区
心
身
障

害
者
体
育
大
会
」
を
上
小
地
区
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
な
ど
の
主
催
で
、
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
御
観
覧
と
御
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
:
・
五
月
二
十
二
日
同
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
(
雨
天
中
止
)

と
こ
ろ
・
市
営
陸
上
競
技
場

参
加
者
・
・
・
上
小
地
区
の
心
身
障
害
者

競
技
種
目
:
・
百
メ
ー
ト
ル
競
走
、
走
幅

跳
び
、
走
高
跳
び
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、

車
い
す
競
走
な
ど
二
十
七
種
目

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

養
成
講
習
会

体
育
課
体
育
振
興
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

5
5
5

有
線
②
0
8
7
1

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会
を
開

き
ま
す
。
種
目
は
車
球
、
野
球
の
ほ
か

に
、
今
年
か
ら
正
し
い
体
力

っ
く
り
の

普
及
の
た
め
に
も
「
体
操
」
を
実
施
し
ま

す
。
申
込
締
め
切
り
は
五
月
十
日

ωで

す
。
申
込
書
は
体
育
謀
に
あ
り
ま
す
。

体
育
課
で
審
査
し
受
け
付
け
ま
す
。

防
火
管
理
者
の

資
格
取
得
講
習
会

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
予
防
課

宮
⑫
2
5
0
1
内
線

2
1
7

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
(
上
田
中
央
消
防
署
)
で
は
、
上

小
防
火
管
理
者
協
議
会
と
共
催
で
、
防

火
管
理
者
の
資
格
取
得
講
習
会
を
次
に

よ
り
開
催
し
ま
す
。

講
習
日
:
・
五
月
十
二
日
同
・
十
三
日
幽

講
習
場
所
・
・
・
上
田
市
消
防
会
館

受
講
料
:
・
会
員
一
人
当
り
二
千
六
百
円
、

非
会
員
一
人
当
り
二
千
九
百
円

受
講
資
格
・
・
・
防
火
管
理
業
務
を
遂
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
管
理
的
な
立
場
に

あ
る
人

申
込
期
限
・
・
・
五
月
十
日

ω

申
込
場
所
・
・
・
上
小
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
消
防
本
部
予
防
諜

倒
防
火
管
理
者
が
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
こ
ろ
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
公
会
堂
、
遊
技
場
、
飲
食
底
、
デ
パ

ー
ト
、
庖
舗
、
旅
館
、
病
院
な
ど
不

御
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
:
・
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
、

友
の
会
で
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

特
定
多
数
の
人
いか
出
入
す
る
収
〈
昔
入

貝
が
三
十
名
以
上
の
と
こ
ろ

②
学
校
、
工
場
、
事
業
所
な
ど
で
収
作

人
員
い
か
五
十
名
以
上
の
と

こ
ろ

ボ
ク
シ
ン
グ
の

短
期
講
習
会
を
開
催

体
育
課
内
上
田
市
体
育
協
会
事
務
局

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
5
4

上
田
市
体
育
協
会
ボ
ク
シ
ン
グ
部
で

は
、
ボ
ク
シ
ン
グ
を
短
期
間
に
省

っ
て

み
よ
う
と
い
う
方
の
た
め
に
、
次
の
と

お
り
短
期
講
習
会
を
聞
き
ま
す
。

対
象
者
:
・
満
十
五
歳
以
上
の
男
子

と
き
:
・
五
月
八
日
制
か
ら
七
月
十
日

刷
ま
で
、
毎
週
日
曜
日
の
午
後
一
時

か
ら
一
時
間

と
こ
ろ
:
・
市
民
体
育
館
分
室

講
習
内
容
:
・
攻
撃
、
防
御
、
柔
軟
体
操

服
装
・
:
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア

会
費
・
:
一
人
二
千
円

そ
の
他
・
・
・
練
習
用
具
は
無
料
で
お
貸
し

し
ま
す
。

第
日
困
歯
の
健
康
相
談

と
き
・
:
六
月
五
日
川
午
前
十
時
i
午

後
三
時

と
ニ
'
h
f
・
-
海
野
町
会
館
一
階

テ
ー
マ
:
・
親
と
子
で
守
る
歯
の
健
康
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ー
上
田
電
報
電
話
局

1

皆
さ
ん
の
声
を
大
切
に

「
オ
レ
ン
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
」

上
国
電
線
電
話
局

宮
⑫
4
0
0
0
(
無
料

「
オ
レ
ン
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
」
が
、
電

話
局
の
窓
口
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
を

御
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
オ
レ
ン
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
は
い

つ
で
も
、
だ
れ
か
ら
で
も
気
軽
に
御
意

見
、
御
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
る
よ

う
に
と
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

電
話
局
で
は
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
御

意
見
な
ど
の
一
つ
ひ
と
つ
を
、
か
け
が

え
の
な
い
武
重
な
声
と
し
て
、
オ
レ
ン

ジ
委
員
会
で
検
討
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、

可
能
な
も
の
は
直
ち
に
サ
ー
ビ
ス
の
改

善
や
事
業
活
動
に
生
か
し
て
い
く
と
と

も
に
、
検
討
結
果
に
つ
い
て
は
回
答
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
社
会
の
心
を
公
社
に
、
公
社
の
心

を
社
会
に
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
よ
り
聞

か
れ
た
、
親
し
ま
れ
る
「
町
の
電
話
局
」

を
目
指
し
、
皆
き
ん
の
声
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

オ
レ
ン
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
を
御
利
用
く
だ

さ
い
。
(
オ
レ
ン
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
の
御

意
見
、
御
要
望
は
、
電
話
、
は
が
き
な

で

ど
で
も
け
つ
こ
う
で
す
)

連
絡
先
:
一
T
3
8
6

上
田
市
大
手
一

ー
一

O

一
六
上
回
電
報
電
話
局

「
オ
レ
ン
ジ
カ
ウ
ン
タ
ー
」
行

ー
簡
保
・
年
金
資
金

1

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
を
募
集

郵
政
省
で
は
、
簡
易
保
険
や
郵
便
年

金
の
資
金
で
つ
く
ら
れ
た
施
設
を
題
材

と
し
た
「
簡
保
・
年
金
資
金
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

上回築城400年祭の行事「上回さくらまつり」は、桜が満

開となった4月16・17日、上回公園を中心に行われました。

16日には、 市民会館でミスさくらコンテスト(参加22人)

tのど自慢大会(参加112人)が聞かれました。ミスさくら
には、宮原睦江きん(21歳、三好町、会社員)と川上和子

さんはl歳、 城北、学校職員)の 2人が選ばれ、のど自慢

大会では坂口 j告さん(23歳、真田町、会社員)が最優秀

歌唱賞に決ま りました。

17日は、ミ スさくらの 2人があいにくの雨の中、オ-

7ンカーで目抜き通りをパレードしました。
.. ・ro......，.，."，.. ，_.".、a・v・・--_叫副伊岨-叫・，，_咽""'"・w、

今
年
の
募
集
要
項
な
ど
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
多
数
の
皆
さ
ん
、
御
応
募
く

だ
さ
い
。

〈テ
l
マ〉

簡
保
・
年
金
資
金
の
融
資
で
つ
く
ら

れ
た
施
設
(
学
校
、
公
営
住
宅
、
道
路

な
ど
)
を
題
材
と
し
た
明
る
い
作
品

〈
作
品
の
大
き
さ
〉

カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト
・
白
黒
は
四
ツ
切

り
、
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
は
三
十
五
ミ
リ

以
上
(
作
品
に
は
画
題
、
簡
保
年
金
資

金
融
資
施
設
名
、
所
在
地
、
住
所
、
氏

名
を
、
カ
ラ

l
ス
ラ
イ
ド
は
マ
ウ
ン
ト

に
記
入
し
、
プ
リ
ン
ト
は
作
品
裏
面
に

応
募
票
を
は
っ
て
く
だ
さ
い
)

〈
応
募
点
数
〉

カ
ラ
ー
-
白
黒
の
部
そ
れ
ぞ
れ
五
点

以
内
(
組
写
真
は
、
一
組
三
点
以
内
)

〈
募
集
期
限
〉

六
月
三
十
日
附
ま
で

〈
応
募
先
〉

最
寄
り
の
郵
便
局
(
写
真
コ
ン
ク

l.

ル
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
郵
便
局
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
)

〈
賞
〉カ
ラ

l
・
白
黒
の
部
そ
れ
ぞ
れ
に
、

推
薦
一
点
(
郵
政
大
臣
賞
、
賞
金
五
万

円
)
、
特
選
二
点
(
簡
易
保
険
局
長
賞
、
賞

金
三
万
円
)
、
入
選
五
点
(
賞
金
一
万
五

千
円
)
、
佳
作
五
十
点
(
賞
金
五
千
円
て

そ
の
ほ
か
地
方
賞
、
参
加
賞

(
応
募
者

全
員
に
記
念
品
進
呈
)
も
あ
り
ま
す
。

〈
ぷ

L
m
w
晶
出
V

+
本
拠
売
傘
E
m円
ル
作
口
問
ド
L
h

阿眠

n
y
+
Z
キ

f
@

られる

句 tLない

料
理
教
室
の

受
講
者
を
募
集

上
回
ガ
ス
本
社

宮
⑫
0
4
5
4

原
町
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

宮
⑫
6
8
7
3

上
回
ガ
ス
で
は
、
次
に
よ
り
料
理
教

室
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

と
き
・
:
V
A
組

1
五
月
十
七
日

1
八

月
二
日
、
毎
週
火
曜
日
(
計
十
二
回
)
、

午
前
十
時

1
正
午
、

V
B
組
H

五
月

十
二
日

1
七
月
二
十
八
日
、
毎
週
木

曜
日
(
計
十
二
回
)
、
午
前
十
時

1
正

午、

V
C
組

1
五
月
十
三
日

1
七
月

二
十
九
日
、
毎
週
金
曜
日
(
計
十
二

回
)
、
午
後
五
時
三
十
分

1
七
時
三
十

分
と
こ
ろ
・
:
上
回
ガ
ス
原
町
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
!
二
階
教
室

募
集
人
員
・
:
各
組
二
十
名

料
理
内
容
:
・
和
風
料
理
、
西
洋
料
理
、

中
国
料
理
、
季
節
料
理
、
パ
ン
菓
子

な
ど

受
講
料
:
・
九
千
円
(
材
料
費
六
千
円
含

む
)

申
込
期
限
・
:
五
月
十
一
日
制
ま
で
に
上

困
ガ
ス
本
社
ま
た
は
原
町
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
け
っ
こ

7

税

L
4
1

・



上回

聞となった

16日には

とのど自

には、宮

きん(21歳

大会では

歌唱貨に

17日は、

プンカー
咽_.

2
守

''h
A
a』
，
，

VLμ
1
2
a
-
-
，

全
員
に
記
念
品
進
呈
)
も
あ
り
ま
す
。

〈
そ
の
他
〉

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か
に
お
申
し
込

み
く
だ
き
い
。
電
話
で
も
け
つ
こ
う

で
す
。

第 886号~

盛臨鞠藍謀議
⑨ 

1期分の納付はお済みですか

58年度の 1期分は、4月末日 が納期にな F ています。

あなたは、納め忘れになってはいませんか。{PJ期分も未

納にしておきますと、保険料が納めにくくな りますので、

各期毎に納めるようにしましょう 。

保険料の納付は口座振替で

お忙しい方、不在がちな方、納め忘れの心配な方は、

口座振替をお勧めします。

お申し込みは、 58年度の納付書、預金通帳、印鑑をお

持ちになって、あなたの預金口座のある市内金制機関(郵

便局を除く)で。申込用紙は各金融機関にあります。本人

名義の口座のほか、世帯主・配偶者などの口座からも振

り替えることができます。

保険料の免除制度を御存じですか

強制加入の方て¥経済的な理由な どで保険料を納めら

れない事情が生じたら、すぐに免除の手続きについて御

相談ください。保険料の免除の承認をされますと、その

期間も年金を受けるための資格期間として認められます。

|納付期間 1+1免除期間|二 年金カ 受けられる

!納付期間 1+1未納期間 1=年金が受けられない
免除されると免除された期間は、保険料を納めなくと

も、普通に納めた人のすの年金額を受けることができます。

手続きは簡単てす。納付書、 印鑑をお持ちになって国保

年金課国民年金係の窓口 (18番)で申請をし てく ださい。

〈国保年金諜国民年金係官⑫4100内線284・有線②0711>

一 (9)一一一昭和58年 5月1日 広報う

"' ... 色 h 噌 J5月の法律相談日 J 
市では、毎月第 2・4金剛自ら午後 1時30分から { 

3時30分ま で法律相談を聞いています。 'b

御希望の方は、市民相談室(宮⑫4100.内綿301・303)J 
に電話予約をお願いします。秘密は固く守り、相談 J 
は無料ですので、お気軽に御相談ください。 J
5月の相談日は、次のとおりです。 J
と き-一 5月13日樹、 27日幽 《

とニろ一-市役所3階第二応接室 1 
担当弁護士一・砧本 泊先生(13日) も

佐繰芳嗣先生(27日) J 
===========品。=========J
5月の法号己等ミ律相号， r 円 丘三百 ノヨミ1手↑回目災 J 
毎月第 2木凶日の午後 1時から4時まで登記等法 t
律相談を聞いています。秘密は固く守られますので、 j 
お気軽に御相談ください。

5月の相談日は 次のとお りです。 ! 
と き… 5月12日榊 J 
とニろ…市役所市民相談室(西庁舎 2階) J 
アドバイザー…司法書士、土地家屋調査士の方が、 J 

御相談に応じます。 J
E勺白。====白~'"甲凸甲==='"甲C勺凸甲白~==凸甲白~C旬d

5月の行政相談8 } 
毎月第 2月曜日の午前10時から午後 3時まで行政 f 
相談を行っています。お気軽に御相談ください。 t 
5月の相談日は、次のとおりです。 も

とき 5 月 9 臼~ J 
とニろ…ユニー上回庖 J 
日常の中で相談があ りましたら、次の行政相談委 J 
員さんへ御相談ください J 
清水直彦さん(森) 宮~8224 ~ 
宮下深禅さん(下之郷) 宮⑮3029 ¥ 

松川隆さん(吉田) ft⑫4715 D 
鋒城直巳さん(南天神町)同 6176 J 

G旬Z匂 =ζ'0='"旬C匂 C句 ζ'0='"勺G匂 ι匂 C匂 ζ匂 ζ切 ζ'0='"勺='"旬b

宅地・住宅法律相談日 i 
県では、宅地や住宅に関係する法律相談を次のと J 
おり 5月、 6月、 7月と聞いています。料金は無料 J 
です。お気軽に御相談ください。 J
と き 5月20日樹 6月m 幽 7月15日幽の午 i 

後 1時-3時 .

ところ 県庁 7階住宅部住宅課内長野県宅地住宅相 { 

談所 } 

相談相手…弁必士 J 

だえ

国民年金積立金還元融資
報恩寮などが完成

上田市が、昭和57年度に国民年金制立金迎元融資

を受けて行った事業は、次のとおりです。

報恩察改築学業(昭和56・57年継続事業)、市営西

庭球場管理悼建設事業、市営野球場・西庭球場の夜

間照明
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(
三
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

ぶ
ん
で
ご
め
い
福
を
わ
ね
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

柳
津
土
口
左
衛
門
さ
ん

小
林
愛
子
さ
ん

柳
津
健
次
さ
ん

附
と
め
子
さ
ん

目
下
作
雄
さ
ん

仲
間
関
次
雄
さ
ん

丸
山
君
代
さ
ん

山
浦
山
チ
さ
ん

会
山
ち
す
は
さ
ん

(常
国
二
丁
目
)

土
日
漆
崎
た
さ
ん

諏
訪
形

L
k
n
u
 

£
軍
エ
↑

神
科
新
屋

鈴

子

諏
訪
形

下
之
郷

笹

井
上
田
原

えつ広報

中
常
田

西
前
山

;
;
.
 
自
治
会
長
の
変
更
…

問
[
月
汁
一
臼
付
け
の
「
広
報
、
う7
、
え
だ
」
一

で
丘
十
八
年
度
の
自
治
会
長
名
簿
を
掲
一

般
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
上
室
賀
で
…

自
治
会
長
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
一

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

一

マ
上
容
幻
自
治
会
長
西
沢
正
吾
さ
ん
H

Eけ
8
1
6
・
有
線

(
川
西

)
3

一

戸治 886号

}月16日

口
可

八八五八六八七八
三八六五一一一 O

田
中
武
己
美
さ
ん

(
常
国
三
丁
目
)

柳
津
真
瀬
さ
ん

(
中
央
北
一
丁
目
)

柳
津
加
賀
き
ん

鄭

秀

浩

さ

ん

(
天
神
四
丁
目
)
南
天
神
町

尾

崎

行

雄

さ

ん

大

屋

水

野

愛

さ

ん

五

加

山
浦
和
美
さ
ん

(
中
央
西
二
丁
目
)
鎌
原

関

寿

雄

き

ん

下

本

郷

工
藤
友
太
郎
さ
ん

(
中
央
北
一
丁
目
)
新
田

竹

内

ま

つ

よ

さ

ん

長

島

秋

田

光

三

郎

さ

ん

御

所

佐
藤
市
太
郎
さ
ん

(
中
央
六
丁
目
)

鍛

冶

町

山

崎

賢

一

郎

さ

ん

金

井

上
原
免
と
遠
さ
ん

(
中
央
四

丁

目

)

木

町

鈴

木

武

彦

さ

ん

黒

坪

北

島

正

人

さ

ん

倉

升

春

原

よ

し

き

さ

ん

川

辺

町

堀

内

謙

三

郎

き

ん

小

牧

山
岸
虎
七
郎
さ
ん
縁
が
丘
西

閲

ふ

ぞ

ゑ

さ

ん

鈴

子

小
松
ま
き
の
さ
ん

(
繰
が
丘
一
丁
目
)
新
屋

池

田

正

三

さ

ん

神

畑

小

宮

山

さ

と

さ

ん

伊

努

山

高
塚
幸
雄
さ
ん

(
緑
が
丘
三
丁
目
)
緑
が
丘
商

成
彦
せ
、
7
3
ん

上
常
国

倉新

八七
二五ー一ーーーー

升田

(
繰
が
丘
三
丁
目
)
緑
が
丘
西

甲

田

昭

四

郎

さ

ん

五

加

上

原

常

治

さ

ん

石

神

林

達

雄

き

ん

下

吉

田

山

岸

千

代

さ

ん

院

内

林

幸

義

さ

ん

平

井

寺

谷

口

ふ

じ

さ

ん

秋

和

福

島

光

子

さ

ん

森

宮

下

は

つ

ゑ

さ

ん

秋

和

早

見

カ

さ

ん

(
中
央
西
一
丁
目
)
下
紺
屋
町

三

輪

操

さ

ん

(
中
央
三
丁
目
)

滝
漂
幸
信
さ
ん

(
中
央
六
丁
目
)

金
津
一
女
さ
ん

若

林

智

さ

ん

村
山
治
太
郎
さ
ん

中
村
ち
の
さ
ん

鈴
木
ふ
ん
さ
ん

宮
島
ト
メ
さ
ん

石
川
き
く
の
さ
ん

中
津
よ
し
の
さ
ん

岡
村
栄
治
さ
ん

七
八

七八
八七

八六五
四一九

七四
五六

七七七
三六九

五七九八八七八四八
00三三 O 八三

訂

正

馬
場
町

愛
宕
町

鈴

子

浦

野
下
之
郷

神

畑

千
曲
町

吉

田

大

屋

中
之
条

下
塩
尻

お

わ

び

八五七七八八六五八
二九九五二 O 八三六

五
四

七八八八八八九八七八一
四三五四九一五四一五

n電・n・でく第
正話・ス・ 、す 八 「

し局・と 屯生 八広
iのな話活五報
f誤つコ展号う
1)て| ・グ〉え

でいナ資 四だ
しる|源ぺ」
ための活 |因
。は協 用ジ月
お、 t{広「十
わ上・が場む六
び凹・wt)・」 アご臼
し屯・上・のを発
て報・泊・中な行二

七
七
七
五
八
三。

市
政
を
担
う
新
し
い
市
議
会
議
員
・
:
:

順
調
に
進
む
小
牧
橋
建
設
:

感電事故をなくそう

こいのぼりを立てるとき、しまうとき電線に注意

特に金属製のポールは危険です

①こいのぼりを立てる位置

きお(ポール)+こいの長さ以上

電線からはなれた位置に立てま

しょう。

く例〉ポール(lOm)+こい(5 m) 

+安全距離(3 m )=18m 

(10m +Sm +3m) 18m以上

10m 

②こいのぼりを立てるとき、しま

うとき

なるべく風のないときを選んで

行いましょう。きおやポールが

長いときは、 2人以上で斤子いま

しょう。

憲
法
週
間
〈
5
月
?
日
j

7
日〉

P

憲
法
は
明
る
い
社
ム
誌
の
措
唱
し
る
べ
市

市
民
と
市
長
の
日
「
市
民
と
市
長
の
日
」
を

六
月
一
日
附
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
、

市
役
所
三
階
市
長
室
で
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
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